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1年半前までは，頬の白いシジュウカラを

ホオ ジロと思い込んでいた程野鳥の知識が無

かった私も，やっと 120種位をなんとか 1人

で識別できるようになりました。

実は私，ホームグランドを勝手に決めて 1

人で探鳥を楽しんでいます。その場所は，新

潟西海岸の関屋浜から青山小学校にかけての

飛砂防備保安林地帯です。

そもそも「野鳥の会」の伊藤定市先生から

教えてもらったコースで，樹木がうっ蒼とし

てちょっと気味悪い地帯もあり，探鳥会で歩

く径とはまた一風変った環境で‘すが，探，鳥iζ

はもって乙いのコースが多くあります。

私はやみつきになって，昨年4月から 1年

間で 170日訪れました。 2時間か 3時間の観

察で今まで乙とに出会った野鳥は約 100種に

なります。暗声や飛朔姿で識別できれば，も

っと多くの鳥を確認できます。

とにかく，回数を重ねて歩いてみましょう。

まず，日本歯科大の丘では縫いぐるみのよ

うな雛を連れたアカモズに出会うでしょう。

浜浦町浜手にはヒバリが春を告げ，関匡分＊.. 
の常連はイワツバメ，イソヒヨドリなどです。

アジサシの飛期に見惚れたり，冬場のミコア

イサ，カイツブリの可憐な姿を見られるのも

乙の場所です。一歩青山地帯に踏み込むと，

林も深くタヌキも出る程環境が一変しますの
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で，野鳥にとっては格好のすみかになってい

ます。

今年はサンコウチョウの当り年で， 3回も

出会いました。いづれもオスでしかも 6mと

離れていない近くにお会いして感激でした。

そう言えば，私がクロツグミのさえずりを

聞いたのは 3月21日でしたし，カッコウは 5

月17日，サンコウチョウは 5月20日，アオパ

トは 5月25日で，いづれも青山地帯でした。

乙のコースは，私のような初心者でも大形

ツグミ，ヒタキ，ホオジロ，アトリ，ウグイ

ス等は 7～8種類づ‘つ観察で・きます。 1日の

探鳥で多くて40種，大体25種程度確認してい

ます。

意外な野鳥に出会う楽しみもさる乙となが

ら，乙のホームグランドで，今いる野鳥に愛

情を持ち，人と野鳥との心豊かなふれあいを

求めていきたいと思います。

青山一帯はそれができると乙ろです。
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一一研究室の片隅から…………… 1

卵 殻 の微細構造を探る

私たちは，生れて此の方実に多くの鶏卵を

食べてきた。家庭の食卓で，旅先の車中で，

またノ、イキングでといった具合lζ毎日のよう

に卵の殻に触れ，だれもが卵を割った経験を

持つ。 鳥の卵は，その数，形，色，中味どれ

ひとつ服りよげても馬字よ重要な内谷や問題

を含んでいるが，乙乙では紙面をお借りして

卵殻の微細構造を御紹介したい。 鳥の卵殻の

構造についても先刻御承知の上，日頃野生鳥

類の生態観察lζ関心をお持ちの皆様を前に，

専門家でもない私が卵殻談義をする乙となど

場違いのように思われるが，あえて駄弁を弄

する次第である。 というのも，ある経緯で入

手した放棄 ・破損ウミネコ卵をそのままにし

ておくのがもったいなく感じ，最新の分析機

器を備え，硬組織の専門家を擁する職場の利

を充分活用し，自分なりに少し勉強してみよ

うと思ったからに外ならない。

私たちは，ニワトリの卵を害ljってみて，殻

が2つの部分，つまり外側の硬い殻（卵殻）

と，その内側iζ貼りついた柔かい薄皮（卵殻

膜）からできている乙とをよく知っている。

入手したウミネコ の卵殻の傷んだ部分を取り

去り，内部の卵黄と卵白をきれいに洗い流し

てみると，ニワトリのものと同様卵殻と卵殻

膜が簡単に区別できた。ノレーペや双眼実体顕

微鏡を使って細部をみると，卵殻膜はニワト

リのものより厚く，硬い感じがした。一方，

卵殻の外表面は小さな凹凸が多数有り，指で

触れてみるとニワトリのものよりやや粗くざ

らざらしていた。卵殻表面は地色が淡褐色で，

青や暗褐色の斑点が散布しておりつやつやし

ている。乙のつやは後で述べるクチクノレに相

当する乙とがわかった。卵殻の断面はニワト

日本歯科大学教授千葉 晃

リの卵殻と同様でチョークのように白く，表

面部だけが着色されていることがわかった。

さらに注意深く卵殻表面を調べると，凹凸の

あち乙ちに針でさしたような小さな孔があり，

乙れらは一見大福餅に細い針を刺した時に出

米る孔ωようにみえる。乙れらは気孔と呼ば

れ，発生中の匪（ヒヨコ）のガス交換に不可

欠の構造である。（図 1) 

図 1. ウミネ コ卵殻の表面強拡大像，外気

孔がみえる

肉眼やノレーペでひととおり観察した後は，

いよいよ走査電子顕微鏡による観察である。

通常の光学顕微鏡と異なり電子顕微鏡では光

線のかわりに電子線を用いる。電子顕微鏡は，

見たいものを真空下に置き，陽極iζ高電圧を

かけて電子線を発生させ，それがみたい物を

通過したりはね返ったりする時の電子線の変

化をとらえて像を結ばせるものである。走査

電子顕微鏡では電子線を極細の束（電子ビー

ム）に紋り，乙のビームを高速一定速度で材
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料に振りかけながら，はね返ってくる電子線

を処理してブラウン管K写し出す。よく乾か

した卵殻の小片を銅製の円盤に貼りつけ，真

空状態で金の蒸気にさらし，材料の表面iζき

わめて薄い（厚さ 700～800オングストロー

ム）被膜をつくる。つまり材料を金メッキし

たような状態にする。つぎに乙れを電子額微

鏡内の試料室に入れ真空状態で電子線を当て

ると，ちょうど白黒のテレビ画面で見るよう

に卵殻の立体構造を調べるととができる。倍

率を変え（30倍～20.000倍）．材料を動かし

ながら卵般の表面や断面などを調べつぎつぎ

lζ写真に織ってL、く。まるで自分が小さな宇

宙船に乗って月由探査をしているような気分

だ。乙のようにして調べた結果をいくつかの

写点で御紹介しょう。

I 微細構造

まず，卵妓脱について観察を進めた。卵殻

から剥ぎ取った卵鍛脱は厚さ約 140ミクロン

( 1ミクロンは1/1000回〉で，電子顕微鏡下では

3 ，，函が区別できる。直接卵自に触れる最も内

側の部分は．きわめて薄い膜で，その表面は低

倍の写真では滑らかで暗くみえる。（図2）乙

の部分は限界膜あるいは内卵殻膜内層と呼ば

れており，高倍率でみるとその表面は黒い紙

図2. 卵般腹を燭成する3伎の膜繍造（ l 
は限界膜＇ 2は内卵絞膜． 31ま外卵鍛

膜）

iζ砂粒をまき散らしたように小さな粒子が一

機Iζ分散してし唱。乙の限界膜を取り巻いて内

卵殻膜と外卵殻膜がある。（図2)2層の卵穀膜

は互いに構造がよく似ており，共K繊維性の膜

である。外卵殻膜は内卵殻膜より厚く，卵殻

膜全体の厚さの約 6 ～ 7 ~Jを占める。内卵殻

膜をつくる線維は細く直径 1～2ミクロン程

度で，織々な方向』ζ走り，枝分れしたり合流

しながら全体として立体的な網目を成している。

（図3）まるで，粟島名産の岩ノリをみているよ

図3. 内卵般股の強鉱大像．多数の.維が

網目を成している。

うだ。乙の繊維の表面のあち乙ちには小さな

コプや粒がついており，ざらついて見える。

外卵殻膜も基本的には内卵殻膜と問機で，繊

維質の網目構造を成しているが，遭う点は，

各繊維が太く，表面が滑らかで全体組に織ら

れているととである。つまり，卵自身はまず

限界膜という薄手の肌着をまとい，その上に

卵殻膜というセーターを 2枚重ね若している

乙とになる。

つぎは，石灰質の卵殻である。卵殻は，さ

しずめセーターの上iζ着乙んだ外套かダウ ン

ジャケッ トK当る。乙の卵殻の断面を低倍で

観察すると，眼前にそそり立つ岩壁をみる思

いがする。倍率を上げて調べると，卵殻には

無数の孔があいており，軽石状である。（図4）乙

の孔は．形や大きさが比較的そろっており．実
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岡 4. 卵般表属部の郡l断面．経石状IC:気泡が

存在する機チがみえる

際は直径0.5～1.0ミクロンの気泡で．個々の

気泡はしばしば互いにつながり， 2述あるい

は3辿の気泡となっている。気泡の教は卵殻

の事長問ではごく少なく， したがって，そ乙は

ち密に見える。観察β向を少し変えてみると，

乙のち密部は柱状節理を思わせる結品構造が

現われるため，点面結品回と呼ばれている。

つぎに反対側の卵殻膜K慢する部分を観察し

てみた。乙の部分は凹凸がはっきりしており，

乳頭状の凸部が卵妓脱に向かって多数っき山

している。卵殻脱A走外胞の繊維は部分的に乙

の凸部先端K食い込んでおり，卵殻肢と卵妓

はこの部分によって結びとめられているとい

ってよし、。乙の凸却は正しくは乳頭突起と呼

ばれているが．その詳しい織子は卵妓膜が邪

魔してよくみえない。そ乙で．カセイソーダ

液に卵殺を浸して卵殻脱を前かし去り，水洗

・乾燥した後その内側表面を調べてみると，

乳頭突起が実によく観察できる。乳頭突起は

ひとつひとつが比較的形がよくそろっており，

一見カリフラワー状の冠をもった小山といっ

た感じである。（図5）ζの小山（乳頭突起）は単

独で．あるいは隣とつながり，2～5速の山並

となり，卵殻内面の凸部を形づくっている。

図 5. 卵世~~揮を猿品で除去した後．卵般の内
t!llJをみたもの．カリフラワー状の冠をも

った小山状情浴（現頭突起〉と内気孔｛深

い孔）がみえる。

山と山の聞は深い溝（谷）となり．溝の合流部

にはしばしば底なしの孔が存在する。（図5）乙の

孔は内気孔と呼ばれるもので• I卯ζ述べた外

気孔iζ通じている。乳頭突起と卵妓点胞の結

品屈の悶，つまり卵絞断由中央の大部分は柵

状届と呼はれ，気泡の密度か肢もrei~、。卵殻

の外4誌を尚倍率で観察すると，外気孔のほか

気泡をみる乙とができるが，カセイソーダ液

、

で腐食した標本では，気抱の数が明らかに増 、
加しているのがわかる。乙れは，カセイソー

ダ処理によって卵殺表面のクチクラなど有機

成分が除去された結果 卵般本体の軽石崎造

がよく見えるようになったためと考えられる。

つまり，卵殻表面にはクチクラや卵の色彩や

模様を与えている有機成分の府が存在してい

る乙とを示している。

II 卵殻はどこで形成されるか

烏の卵は外側を卵殻で被われているため，

受精は卵殻が形成される前，つまり卵管でお

乙る。卵巣内で成熟した卵は，その周聞を包
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んでいる伊胞という組織から排出される（排

卵）と．ラッパ状K開いた卵管の先端から管

内に入り，精子と合体（受精）し，ゆっくり

発生しながら卵管を下ってくる。下りながら，

卵管前方で卵白の添加を受ける。やがて，そ

のまわりに別の蛋白成分が付け加えられ，乙

れらは繊維質の網目構造として卵を包み卵殻

膜を形成する。乙の時点で，卵殻膜は弾力性

のある，少しプヨプヨした半透明の膜である。

卵はさらiζ卵管を下り，卵殻腺と呼ばれる部

分に到着する。乙 ζでは石灰分の沈着がお乙

る。石灰分は，はじめ卵殻膜の表面あち乙ち

に鑑点状IC:沈着し，乙の斑点部を中心iζ放射

状に炭酸カルシウムの沈着か進行し，手L頭突

起が形成され，さらに柵状届が発達し，卵殻

が完成する。最後に卵殻表面iζは色素など有

機成分が添加され，クチクラで被われて品終

仕上げがなされるわけである。

ID 卵殻に含まれる 2・3の元素の分布

卵殻は柿：々の無機 ・有機成分を含んでいる

カ九 乙乙ではカルシウム，マグネシウム．リ

ン，亜鉛，鉛などの分布状態をエックス線フ

ロープマイクロアナライザーという精密機器

の助けを借りて分析してみた。卵殻をフラス

チックに埋め ・硬めてから．断面がよ くみえ

るように切削 ・研磨し，表面を鏡の面のよう

にしてから分析器にかける。卵殻の主成分は

炭酸カルシウムであるからカルシウムの泊度

はきわめて高い。カルシウムは卵殻内に高濃

度κしかもほぼ一様に分布しているが，卵殻

膜iとはきわめて少ない乙とがわかった。マグ

ネシウムは卵殻内では乳頭部で特に高く，卵

殻膜iζはほとんど含まれていなし、。また．リ

ンは卵殻の表府部lζ高い傾向が認められた。

他の成分はきわめて少ないか，ないに等しか

った。興味深い分布を示すマグネシウムやリ

ンの役割は不明であるが，その分布の特徴か

ら考えて．マグネシウムは乳頭突起の形成な

いし卵殻の初期カルシウム沈着に何か重要な

役割を演じているものと予想される。また，

リンは卵殻表層結晶層の形成と係りがあるの

かもしれない。

いずれにせよ，ウミネコ卵殻の微細構造は

他の烏種と比べて大きな差異はみられなかっ

た。顕微鏡を通して調べたウミネコ卵殻は，

実に多孔質であるととがわかったが，乙の性

質は次回iζ述べる卵殻の機能と深い関連をも

つのである。
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せばまる野鳥生息地に

広がる原生林 ・自然環境保全の運動

昨年2月，長岡市で「上信越プナ原生林シ

ンポジウムjが聞かれて大きな成果を収めま

したが，その後県内ではスキー場の闘発予定

地で自然環境保全の運動がお乙り，全国的に

は原生林保護の運動が一層広まる中で，広く

自然環境保全の連動が高ま ってきています。

漁業者なども運動の輪へ

プナ原生林保護運動は水の問題や木の花の

密源とかかわって，直接生産に掠わる段業 ・

漁業 ・養峰の従事者にら広がっています。

岩手県の釜石市の店丹湾で．養殖ホタテの

稚員の死滅やサケの遡上の半減などの現象は．

との湾に注ぐ2つの川の上慌での大:ra伐採が

原因ではなし、かと，地元漁協では伐採中止の

陳情など活発な活動を行ってきました。同じ

く岩手県の早池峰山飽の養漁場で，上流のプ

ナなどの国有林伐採が原因とみられる濁水の

流入で，大量のヤマメが死ぬ被害が出ました。

乙れには所管の営林署もある程度の因果関係

を認めました。また山形県の小国町のイワナ

養殖業者は，飯盛山系のプナを主とする原生

林の伐採禁止を求める仮処分を山形地裁米沢

支部iζ申請しています。

魅力的で人気のある巻緩山

保護郎山本 明

乙うした乙とを踏まえ．日本自然保護協会

と「日本の水をきれいにする会」が主催して，

今年の 3月13日に山形市で「国有林施撲と内

水面 ・沿岸漁業に閲するシンポジウム」が閥

かれました。 （参加者約500名）

ニ王子岳と巷機山で

県内で・は高速交通体系の整備に伴って，各

地で・コツレフ場 ・スキー喝 ・リゾー卜域などの

開発が進められていますが，新たな計画も目

白押しに出ています。その中で新発田市の二

王子岳と南魚沼郡の巻機山で・自然環境保全の

運動が起り，県内外から関心を集めています。

新発田市街地の東方にあるこ王子岳（ 1421 

m）は飯盟述峰前衛の山で，その:Qかな臼然

のため胎内二王子県立自然公園ともなり，昔

から地元民はもとより新潟市や近辺の人述iζ

親しまれて来ました。中腹以上にはまだ若い

がブナ林もあり，低山帯から亜高山帯iζ生息

する野鳥も多く． サル．クマ．カモシカなど

大型獣類も生息しています。乙の山が地元の

観光会社により，スキー場として大規模に開

発されるという乙とで，昨年7月より「二王

子山の自然を守る会」 （代表宮村堅弥）をつ

くって運動を展開しています。

一方織姫伝説のある巻機山

（本山1967m）は谷川迎峰の

北方にあり，山頂付近の広い

, 草原と点在する池塘深く刻

ふ 乙まれた幾本もの沢岩届

もあって変化に富む尾恨など，

その魅力は岳人の人気を集め，

日本百名山の lつとされてい

ます。登山道のある井戸屋根

を中心iζ海抜l,600m付近まで
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プナ林もあり，また米子沢の源頭から牛ケ岳

にかけてオオシラピソが生育しています。乙

うした自然関境のため 生息渡来する野鳥も

多いと恩われます。 （まだ本格的な調査はさ

れていないか，されていても結果は公表され

ていません）

乙の美しく自然豊かな巻機山が大手不動産

の手で＼井戸尾根を中心に 1,861mの前巻機

（ニセ巻機）近くまで，相当大規模なスキー

場として開発されようとしています。巻機山

のすぐれた自然を践そうと，地元民を含む県

内外の有志が「巻機山を巻る会J（会長藤田

久）を結成して．開発側の白紙撤凶を求め強

） ノりな運動を進めています。 8月27・28臼の「巻

機山を守る全国集会JICは本支部も後侵団体

として名を述ねました。

二王子岳 ・巻機山共，識者はスキー場とし

ては適さない山だとしてますので，スキー場

にするには機械力による大工事をせねばなら

ず，それだけ自然、破埴を大き くし，それが災

害にもつながらなし、かと心配されています。

プナ原生林 ・緑と文明を

考える全国集会で

去る 6月18～19口に，上記集会が長野市で

開催され，乙の運動iζ新たなー頁を岡す盛会

さでした。 (20日は飯山市の鍋倉山ブナ林の

現地視察） t俄は長野県自然保護辿盟と J:..1己

） ’ 巣会の実行委員会（構成メンバーは山岳団体

や教職員組合など数団体）で，後慢には長野

県弁護士会 ・日本科学者会議 ・日本自然保護

協会など8団体，協賛lζ大新関 ・テレビの長

野支局 ・股送局と地元新聞などマスコミ関係。

1年余り前から準備したそうで，北海道から

九州まで予想以上の参加者で盛り上り，意義

ある集会でした。参加者は第 1日は 400人以

上，第2日は日曜で約 600人。

全体集会では学者など権威者4人の講績と

全国各地で運動している 9人から現地報告が

あり，また 7つの分科会では計15人の方の現

地報告を含めて話し合いが行われました。ま

た記念行事として， 「全国プナ ・原生林写真

展」も催されていま した。 ζれらの内容を乙

とに報告するスペースはありませんが，印象

に残ったととを少し述べてみますと 一。

全体集会の現地報告で， 神奈川県の逗子市

で池子の森を守るため米軍住宅建設に反対す

る運動を続けている主婦の報告は， ζ うした

運動の教訓として参加省に感銘を与えました。

弾薬庫として50年間人が入らなかったため，

池子の森は自然植生としての広葉照葉樹林に

戻り，オゾロワシ ・オオタカなど 109種もの

野鳥が生息渡来するすばら しい自然となり，

乙のかけがえのない自然、を逗子市民は白らの

手で守ろうとしています。まだ品終的な結者

はついていませんが，逗子市民の保護派は今

後も明るく楽しみながら運動を続けてゆく ζ

とでしょう。

また日本弁護上連合会の方からは．白然、享

有権の確立をめざして自然保識の問題に取り

組んでいるという報告がありました。乙の問

題は第 l分科会（自然保護と白然享有権） で

弁護上も加わって討議されました。自然享有

権は日照権のように，まだ裁判では認められ

ていませんが，今後の連動』ζよって定石をめ

ざそうというものです。自然保謹迎動も在野

法問界まで加わるよ うになり，大変心強く感

じました。

自分のできることで運動の輪へ

自然保護運動など下からの連動では，その

成否を決めるのはやはり力の関係です。力と

は連動側にとっては結局のと ζ ろ参加する人

や団体の数です。保護を望む人の教が多けれ

ば開発側も強行する乙とができません。数の

表示は．署名 ・葉書出し ・世論形成（新聞な

どへの投書） ・集会への参加 ・住民投票（行

われた場合）など種々の方法があります。ま

た述動を支えるためのカンパもあります。乙

れらのうち，自分のできる乙とで野応の生息

地の自然環境を守る運動に参加しましょう。
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新潟県シギ・チドリ一斉調査結果報告 （1982～1988)
P. 

研究部小野島 学，小池重人
j ＝唱’唱喝’ー唱F ’・－－－，ー．，．．，．．，ー．，，司Fー喝’ー－－・・”Z::F"・．，ー．，．

はじめに

日本野鳥の会が全国の会員の協力を得て．

1973年から実施してきた「シギ ・チドリ全国

一斉調査Jは， 1985年で一旦終了し， 1987年

からは内容を改め新規に行われるととになっ

た。そのいきさつは「野鳥J誌1986年10号で

触れられている。本会の一地方組織である新

潟県支部も1981年より乙の調査に参加し， 多

くの基礎資料を得てきた。本県はシギ・チド

リの渡来数が少ないためもあって，前述の新

規調査対象地から除外された経緯がある。し

かし， 調査の重要性を認め従来どうりの調査

を継続し，今日に至っている。

研究部では，乙の機会に乙れまで蓄積され

た調査結果を整理 ・公表し，協力いただいた

調査員はじめ多くの会員の皆様にお知らせし，

理解を深めていただくと共に保護資料として

活用していただく乙とを企画した。

調査地と調査方法

本調査は. 1981年から行ったが．乙乙では

1982年秋から1988年春まで実施した合計12回

の結果を集計した。各年共，原則として年2

回，春は4月29日．秋は9月15日K実施した。

調査地は，図 lと表 111:示した21市町村38カ

所iζ及び，そ乙の環境は海浜，河口，潟沼，

河川，泥田 （ハス回）および水田のいずれか

に分類される。調査は．各日共原則として午

前9時から約 1時間行う乙ととしたが，天候

やその他の事情で変更せざるを得ない乙とも

あった。 観察に際しては．双眼鏡と望遠鏡を

用い，出現した鳥種とその個体数をロードサ

イドセンサス法に準じて記録し，あわせて，

調査地の最観や環境要素ならびに鳥獣保護区

への編入の有無などを並記した。

調査員

本調査は下記の会員諸氏から実施していた

だいた。乙乙花氏名を列記し深謝申し上げる。

（敬称略 アイウエオ順）

安宅元也 池田修

石綿進 伊藤卓夫

伊藤浩 伊平沼士

大島竹一 太田実 大津功

藍沢智之

石部久

伊藤定市

小野島学

木下弘

小池重人

小松吉蔵

曽我信男

高橋正良

土田和美

古川弘

宮越一俊

吉井進

渡辺弘雄

小沢文男

加藤誠一

桑山俊英

小林高臣

白井康夫

高綱勉

田中秀夫

布川耕市

未崎興助

山本 明

渡辺央

調査結果

1. 出現鳥種の概要

夫

彦

光

武

洋

徳

則

平

彦

枝

D

辰

述

成

和

正

隆

昭

吉

村

間

林

林

藤

辻

前

山

間

瀬

川

H

風

栗

小

佐

高

竹

中

本

柳

吉

ぼ

1982年春から1988年春まで延べ7年間12固

にわたってお乙なわれた野外調査で記録され

たチドリ白鳥類は一括して表示した4科40種

（チドリ科8種，シギ科30種，セイタカシギ

科 l種． ヒレアシシギ科1種）である。乙れ

らの中には，本県初認となったヒメウズラシ

ギのような珍稀種をはじめ，本県では希少種

の部類に属すオジロトウネン，キリアイ ，コ

アオアシシギ，ダイシャクシギ，サルハマシ
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表－2 街海保下l乙illl来したシギ ・チドリ顕一覧および6年間の平均個体数

王手 秋 春 秋

チドリ科 コチド リ 27.3 9.5 シ ギ科 エリ 7 キシギ 0.2 0.5 

イカJレチドリ 9.7 6.0 キリアイ 0.0 0.2 

シロチ ドリ 36.3 41.5 ツルシギ 必3.8 2.8 

メダイチドリ 3.5 208 アカアシシギ 0.0 0.2 

ムナグロ 4.8 0.5 コアオアシシギ 0.0 0.5 

ダイゼン 0.2 2.5 アオアシシギ 0.2 11.0 

ケ 0.2 103.8 クサシギ 0.5 2.0 

タゲリ 0.0 0.2 タカプシギ 9.7 3.3 

シ ギ科 キョウジョシギ 0.3 2.0 キアシシギ 7.7 23.7 

トウネ ン 32.5 399.3 イソ シギ 31.3 17.3 

ヒパリ シギ 0.0 2.0 ソリハシシギ 1.7 2.7 

オジロトウネ ン 0.0 0.5 オグロシギ 0.0 1.7 

ヒメ ウズラシギ 0.0 0.5 オオソ リハシシギ 0.7 1.5 

ウズラシギ 0.5 0.2 ダイシャクシギ 0.0 0.2 
ハマシギ 245.5 3.8 ホウロク シギ 0.0 0.2 
サルハマシギ 0.0 0.2 チュウ シャク シギ 162 2.5 
コオパシギ 0.0 0.7 タシギ 26.0 4.0 
オパシギ 0.0 3.5 オオ ジシギ 4.0 0.0 
ミユピシギ 6.7 96.5 セイタカ シギ科 セイタカ シギ 0.3 0.0 
ヘラシギ 0.0 12 ヒレアシシギ科 アカエリヒνアシシギ 7.0 0.0 

ギ，セイタカシギなどが含まれており， n重

な記録となった。他の烏種は普通種とみなさ

れるものであるが，その個体数にはかなり大

きな相違が認められた。すなわち，ツルシギ，

ハマシギ，トウネン，ケリ ，ミユピシギなど

は，他種と比べて明らかに個体数が多 く，逆

にヒバリシギ，ヘラシギ，クサシギ．オオソ

リハシシギなどはいたって少なかった。

2. 春と秋の渡来状況の概要

つぎに．各年ごとに出現種数と個体数を比

較検討してみたし、。調査地点は， 21～24地点

と年によって若干変化したので・比較の際には

注意を要するが，春の樋合は出現種数が14～

21種（平均1 7種），個体数は639～l,71~PJ（平均

961羽）と変動し．出現種数が多い年は個体数

も多くなる傾向が認められた。（表－3)1984年

春の場合は，例年に比べ多くのシギ・チドリ類

が渡来した乙とがわかる。一方，秋は出現種

数が17～29種 （平均21種），個体数が680～

951羽〈平均771羽）と変動し，出現種数は

春よりやや多いものの，個体数はむしろ少な

めであった。なお，秋の場合は，各年間の個

体数変動は春ほど大きくないととが窺えた。

表－3 新潟県下IC:渡米するシギ ・チドリ頒の緩鎖散ならびに個体数にみられた年変化

1982 1983 1984 1985 1986 1987 ゆ88 合計

調査地点数 20 24 21 24 21 22 

理事 種 数 16 21 14 16 18 17 26 

個体数 746 1713 639 994 邸6 7回 5766 

調査地点数 15 28 34 23 22 22 

秋 種 数 18 17 21 22 29 20 37 

個体数 680 871 720 710 951 696 4628 
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3. 主な鳥種にみられた春と秋の渡来数の相

違

主な鳥種（普通種で個体数も比較的多い種）

について，6年間の平均出現個体数を春と秋

とで比較した結果，秋より春に個体数の増加

が著しいもの（春増加型），乙れと逆iζ春よ

り秋iζ出現個体数の多いもの（秋増加型），

春と秋で個体数にあまり明瞭な差異の認めら

鳥種 50 

コチドリ

ムナグロ

ハマシギ

ツルシギ

タカブシギ

イソシギ

ちキウシャク

タシギ

[ Z予与シギ

メダイチドリ 「一
ダイゼン

ケ リ

トウネン

オパシギ

ミユピシギ

アオアシシギ』

キアシシギ

れないもの（不明瞭型〉が区別できた。春増

加型は図ー 2＇ζ示したコチドリなど9種であ

り，ツルシギとハマシギはその特徴が特別顕

著に示された。一方，秋増加型はメダイチド

リなど8種であり， トウネン，ケリ， ミユピ

シギなどがその代表格である。なお．不明瞭

型としてはシロチドリやイカルチドリを例に

あげる乙とが出来る。

個体数

100 300 500 

者増加型

¥C二コ

私培加型

亡二二コ

・・核
図ー2 主なシギ・チドリにみられた渡来数の季節差
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4. 環境別にみた春と秋の渡来の状況

今回得た記録を，信濃川を中心とした地域

から代表的な環境を持つ場所をいくつか選ぴ，

比較検討してみた。乙の記録は秋の連田が一

回しか観察例がない乙とを除けば，他は 5～

6年にわたる記録の一回当たりの個体数を表

している。（表－ 4) 

コチドリとイカルチドリは春に河川の中疏

域下流域に見られる。乙れは渡りというより

繁舶iζ｜期するものだと思われる。また， コチ

ドリは潟市や泥凹にら見られる。乙の一部は

紫姐個体だと忠われる。実際．コテドリは水

田や潟沼の近辺で営巣 ・繁値しているのがよ

く観察される。

一方，イカルチドリは石がどろどろ した中

流域に多く，下流域でもある程度石がどろど

ろしていれば繁殖する。 しかし，＊凶や潟沼

で繁殖する例はあまりなし、。乙れがコチドリ

との記録の迎いとなって現れていると思われ

る。

秋』ζイカ Jレチドリやコチドリが下流域から

いな くなるのは餌の多い局所へ移動すると思

われるがはっきりした乙とは分からなL、。

シロチドリは河川の流域では， 7nf口しか見

られなL、。梅j兵では非常民多い。おそらく繁

殖個体がいるものと思われる。阿賀野川河口

てもシロチドリは繁航している。

メダイチドリは海浜と河口しかはられない。

また秋のほうがやや多い。

ムナグロは泥凹（蓮凹）で春しか見られ

ない。ダイゼンは海浜にしか見られない。

ハマシギとツJレシギは秋よりも春iζ個体数

が多い乙とはすでに述べたが，どζにでも多

く見られるのでなく ほとんど泥田に集中して

いる。乙の埋由として水田や泥田のような泥

の中iと枯れ草が混じり， 餌となるいろいろな

水生動物がいる場所では，乙れらの極の比較

的細長い暁が適している乙とが考えられる。

秋にハマシギやツルシギが少ないのは，；）＜回

や泥回が秋には稲やハス』ζ現われ餌を取れる

状態でなくなるからだと思われる。

タシギやオオジシギも細長い鳴で泥の中か

ら餌を取るためか泥固に多い。しかしとの仲

間は草が生えていても採食できるので．潟沼

でも周辺部の水田や犠むらで見られる。

トウネンが海浜』ζ多いのは，短い噴で，砂

の表面か浅い場所で餌をついぱむ採食方式を

とっている乙とが原因していると恩われる。

在に少ないのは秋κ比べ春は海浜の砂浜Kヨ

コエピ ・ユスリカなどの餌が少ないためだと

思われる。この乙とは他の陣頭オパシギやキ

アシシギなどにも当てはめる乙とができる。

ミユピシギもトウネンと閉じようなζ とが

言えるが，乙の極は海浜の波打ち際で採食す

るの』ともっと適応していると思われる。

イソシギは河川なら，容には中流域から下

流域まで見られる。 しかし秋になると河口で

も見られるので繁殖が終わると採食のため移

動するのであろう。

キアシシギは秋には河川 ・海浜と比較的広

い範凶でみられる。 乙の種は他より適応の幅

が広いのかも しれなし、。

アカエリヒレアシシギは泳ぎながら採食す

るので，7gや潟なと・止水の；）＜溜りがあれは見

られる。海浜の記録は波によってたまたまで

きた締り水のある窪地で観察されたものであ

る。

乙のようにみてくると，与いた種が必ずし

も閉じ場所iζ秋いるとは限らなし、。乙れは閉

じ喝所と言っても，季節によって環境が全く

異質なものに変化してしまう為だと．思われる。

ぬたちはその季節に応じて，それぞれの種の

形態や採食習性にもっとも適した毘境を持つ

場所K，渡米し餌を求めるのである。
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シ ギ ・チ雑感

柏崎市小林成光

海が近くだからと言っても，海iζ入れるの

はお盆くらいなものだ。詠さといえば，まだ

まだ目を放されない娘が三人，あっちにキャ

ーキャー乙っちにキャーキャーはしゃぎまく

っている。イモの子洗う搬な人人人の中に見

え隠れしていては．顔中目玉でも娘の監視に

は足りそうもなし、。

女Viはいい気なものた。私は闘が惑いとか．

水省を持って米なかったとか，勝手な理山を

つけてバラソルの下で昼寝をしている。

「コラッ，そんなに深っけぇど乙iζ行っちゃ

ダメダねっか。」

と娘の方を見て怒鳴っているものの．日は

その後ろのハイレク，ヒチヒチギャル速の}j

4ζ完全に吸い込まれている。

”見しいものをはて感動し．心が和むのは極

口然の・Hだ。長しいものはつまり芸術だ。幾

つに成っても芸術を愛する心は失いたくない

ものだ”

解かっているのか解かっていないのか解か

らない勝手な主術論を盾K，心ゆくまで監視

を堪能していると，いつの間に後ろに来てい

たのか砲水を飲んた蝦かt flを白黒させ咳込

んで盛んに呼んでいる。芸術鑑賞－も漢でない。

夕方5時頃ともなるとハラソルはめっきり

滅って，沖の岩場にも人影はワンへアくらい

に成ると不思議とその近くにシギチドリがや

って来る。スコープで見たいのだが，芸術を

愛する後ろめたさに勇気の)jが敗けてしまう。

パカヤロー，本当はお父さんは，お父さん

は烏がはたいんだァーッ。

秋の海は哀のあの賑わいがうそのように静

かだ。波打ち際で餌をあさるシギチドリの群

には詩情を誘う物悲しさが漂ってくる。時節

は違うが，大正8年初夏，鹿島鳴秋という詩

人が柏崎の海岸を訪れ．あの有名な「占い月

夜の浜べには………。」で始まる「浜千鳥」

の歌を作詞された。鳴秋は，千葉の浜辺で療

益のかいなく天国に行った可愛い蝦を．浜千

鳥になぞらえたので・ある。シギチドリ iζ付き

まとう物悲しさは．季節も，いつの世も問わ

ず同じようだ。

探烏会は別として，秋のシギチドリに逢う

には一人の方がいい。できればスコープも図

鑑もない庁がいし、。旅烏の名のどとく，旅を

している彼女等から．旅の話しを聞きだすに

は，充分すぎる時間の中で．一人静かに逢う

方が~＇~、。その夜は音楽のない居酒屋で，チ

ピリ，チピリの日本酒が実K合うようだ。

人で-b.r.，；でもそうだが，齢、に派手な奴や格

好だけの付き合うに値しない奴がいる。歌も

下手なのに人気が先行し，目立ちたがりやの

世間知らずの薄っぺらなアイドル歌手みたい

な奴もいる。閉じカモメの仲間でも，ウミネ

コやオオセグロカモメは， j卓口では.Rしいが．

アップに耐えられない忌地の悪そうな顔をし

ている。それに対してミツユピカモメは三つ

指をついて出てきそうな，実lζいい顔をして

いる。

オオルリやアカショウピン，アイサなんか

も，よく見りや決していい顔じゃなむ、。

いつも見たくれは患いし，不器用でカラオ

ケなんかはまったくできない奴でも．付き合

えば付き合う程味のある奴がいる。愛さずに

はいられない奴がいる。シギチドリがそうだ。

ピューウィ，の一戸二声が，泣い外国の海

や街や人々の生活までも話しかけてくれるよ

うだ。できる事なら，君達と末長くお友述で

ありたいと思う。
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新 潟県内陸部 （小千谷市）における

シギ ・チ ドリ 類の 越冬状況について

l はじめに

私は＇ 1974年以来の観察結果から，信浪川

におけるシギ ・チドリ煩が積雪により個体数

が消長する乙とに興味を覚え，信濃川中流域

の冬期間のシギ ・チドリ類の飛来個体数と積

雪の関係を論述した；今凶は，乙の資料iζ加

え向調査地で実施した1977年～＇83年の調査結

果及びその他調査に2基づき，小千谷地方のシ

ギ ・チドリ鎖の越冬状況について報告したい。

日 地況及び環境

小千谷市は新潟県のほぼ中央部iζ位置し，

海岸政端部からは30km～45回程度である。原

尚は， 581.4 m （金倉山） ～ 26.4m（片貝町）

中 山 正 則

であり．第3期及び第4期の低山帯 ・洪積平

野（河岸段丘） ・沖積平野（河岸段丘）から

なっている。本市の特徴的な国境は．大河川

信濃川を有し， 市内の総延長は17同であり，

新潟の河口部から遡る乙 と90加～107kmであ

る。 本地方は有数の多雪地帯で，例年12月中

・ 下旬～ 4 月中 ・ 下旬まで多量の~Iζおおわ

れる。

田 越冬状況

小千谷市千谷島における1977年－＇83年の冬

期間（11月～3月）のシギ ・チドリ類の月別

の確認状況を表 1にま とめてみた。確認され

たのは，イカルチドリ ・タゲリ ・ハマシギ ・

クサシギ・イソシギ・タシギの 6種類であった。

ぷl. 信濃川下谷島付近における1977～ ＇s3年冬期間（ll～3月）

のシギ・チドリ額の硲盟、状況

~I・E年月 77～82 '78～＇83 78～83 78～83 3十
11 fl 12fl l月 2 fl 3月

調合日政 68 65 47 50 60 290 

I.イカルチドリ 5 38 155 120 60 378 
( 0.07 ) ( 0.58) ( 3.30 ) ( 2.40 ) ( l.00 ) ( 1.30 ) 

2.タゲリ 23 81 107 53 20 284 
( 0.34 ) ( 1.25 ) ( 2.28) ( 1.06 ) ( 0.33) ( 0.98) 

3.ハマシギ 825 3,179 262 628 134 4.988 
( 12.13) ( 48.29) ( 5.57 ) ( 12.56 ) ( 2.23) ( 17.20) 

4.クサシギ 7 2 24 18 10 61 
( 0.10) ( 0.03) ( 0.51 ) ( 0.36 ) ( 0.17) ( 0.2 l ) 

5.イソシギ 2 5 5 14 
( 0.01 ) ( 0.02) ( 0.04 ) ( 0.10) ( 0.08) ( 0.05) 

6.タシギ 15 131 129 65 340 
（一） ( 0.23) ( 2.79 ) ( 2.58) ( 1.08) ( 1.17) 

（ ）は調査回数当り平均個体数
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イカルチドリは，多雪期の1月 ・2月（3.30

個体 ・2.40個体） IC多く観察された。タゲリ

は最多雪期の l月（2.28個体）が最も多く，

12月・ 1月の確認状況も安定していた。ハマ

シギは12月に最も多く記録されたが，月別で

はパラつきがみられた。クサシギは，全期間

少数が記録されたが，やはり多雪期の 1月 ・

2月に増加する傾向がみられた。イソシギの

出現は，稀れであったが，傾向としては， 11

月～ 1月は少く， 2月 ・3月はやや増加した。

タシギは， 11月の記録はなく（但し，・77年10

月には少数記録されている），多雪期の 1月

・2月には．それぞれ2.79個体 ・2.58個体記

録された。

IV まとめ

結果からも知られるように，イカルチドリ

・タゲリ ・クサシギ ・タシギは多雪期に増加

する傾向がみられたが 乙れは私が報告した

よう』ζ：｝地面が冠雪する乙とによって無積雪

時の傑餌地（小河川 ・池畔 ・水田 ・湿地）が

せばめられ，信濃川河原に飛来してくるので

あろう。ハマシギは12月が最も多 く観察され，

1月は比較的少なかったが．近接する山本調

整地では， 1977年～’78年の冬期間の調査結果

では 1月が最も多く観察された。乙の乙とや

調査月毎にパラつきがみられる乙とは．本種

が信濃川の上下流 ・調整池等を採餌を求め移

動する結果であろうと考えられる。イソシギ

の観察例が稀れであったのは，本種が乙の地

方では主に夏期繁殖烏であるためである。

文 献

1）中山正則 (1986) ：小千谷市信濃川中流域

における冬期間のシギ ・チドリ類の飛来個

体数と積雪との関係，理科研究集録第20号．

小千谷市教育センター， PP57～66.
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1. イカJレチドリ

通年を通して信讃川 ・小河J11・山本調整

池iζ普通に観察されるが夏期は少い。

2. タゲリ

信濃川の全域の中州 ・砂磯地で10月下旬

～3月中旬にかけてみられる。

3. ハマシギ

9月下旬～ 5月初旬にかけて，信濃川全

域で多数観察されるが下流域の方が多い。

千谷島では1981年12月8口iζ528羽記録し

た。山本調整地では12月中旬～4月下旬に

かけてみられるが， 1987年 1月21日iζ1.103

羽確認した。

4. クサシギ

9月中旬～5月下旬，信濃川の全域の泥

砂地で観察されるが l羽の場合が多b、。多

く観察されても 3～4羽程度である。

5. イソシギ

信濃川全域で普通に観察される。主』ζ夏

烏で冬期間は少い。

6. タシギ

10月中旬～ 4月下旬にかけて冬烏と して．

信漉川全域 ・回 ・湿地などに普通iζ渡来す

る。



ハヤブサの空中餌渡し

末崎興助

『隼』と言うとそれは戦時中iζ．陸軍が世

界iζ誇る名戦闘機の愛称でもあった。

その隼iζ憧れてパイロットとなり，操縦揮

を操って大空を自由自在に飛び廻り．すっか

りぬになった気分で段高の幸せを感じていた

時もあった。

敗戦で興を失った。それでも尚大空への憤

れは断ち難く，今では生きているハヤブサiζ

拶を託して，果して無い旅を続けている。

昨年の秋ワシタカを熱心に観察しておられ

る鷲沢さんに会い，ハヤブサの空中餌渡しの

写点を見せて貰った事があった。

それは，空中で雌が逆さになって雌よりハ

トを受取る感動的な場面であったが．乙の－

l瞬を超盟迫レンズを駆使して見事に促えた凄

い腕にも鯨I嘆させられた。

それ以来．容の来るのがとんなに待越しい

と思った事はなかった。

雪も消えて 3月中旬より観察が始まった。

何もかも蹄く事ばかりであったが，中でも獲

物を捕える時と宇中餌渡しの場面は，何度見

ても興奮せずlζはいられなかった。

雄が獲物を発見して飛山すと，雌が直ぐ後

を追う。そして． 2羽の共同作戦でハ ト等の

獲物を捕えると，雄は点早く空中で雌tζ渡し

てしまう。これは雄が誇らしげiζ雌lζフレゼ

ン卜する気持なのか，それとも体の大きい雌

が述搬した方がより効率的なのか，知る由も

無いがよく見出ける光景である。

また，雄の持帰る種物を待ち切れずに岩場

から飛出 した雌が，噂う微に して受取った場

面を目撃した事もあった。

繁殖期iζ於ける給餌行動では，雌も抱卵中

を除いては積極的に捕穫にも参加するし，普

段では貯食場所より餌を出して来て，調理し

て雛iζ運んだり，自分で食べたりもする。

しかし，雄と雌が互いに近くにいる場合の

給餌では，愛情深い雄が餌を雌の所へ直接持

って行くか，または雌のよく停る場所へ置い

ておき，そ乙へ雌が行って食べるのが普通で

ある。

だが雄は，その愛情を誇示するための表現

なのか，時々大混裟な給餌行動を取る事があ

る。鷲沢さんは．乙れを「儀式Jと呼んでい

る。乙の儀式的空中餌渡しも．よく見るとこ

通り有って，その渡し方が微妙に違うのに気

付L、た。

その一つは．雄が餌のnを丸どと足で捌ん

で上空lζ舞い上り，ホパリング状態で雌を待

ち．雌が直ぐ後を追って逆さになり，足を上

｛ζ向けて餌を受取ると言うやり方である。

もう一つの方法は，雄が餌の.l~の羽をむし

って顕を取除き，食べられるばかりに調理し

てから口でくわえて舞上る。ホパリングは前

と閉じだが，下』ζ来た雌lζタイミングを見て．

Uから越してやり．雌はそれを定でキャ ッチ

して持帰ると3うやり方である。（図 1-4) 

後将の方が多い織である。

乙のように，聞の状態によって受渡しが異

なるのは，それなりの用由もあるものと思う

か，察するに．その万が確実で失敗が少ない

ためではなかろうか。

また，例外的なエピソードを紹介しょう。

どく普通iζ雌から1'lった餌を雌が食べ終り，

その食べ残しを足で掴んで飛立った。

腹一杯になったので，貯食崩所へ辿ぶもの

と思って見ていたと乙ろ，丁度海の上iζ去 し

掛った時，どうした事かその餌を，『ポ卜リ』

と落としてしまった。それを見ていた私達は．

「何んてドジな雌だろうJ等と咳いた。

その時，岩崩で乙の椋子を見ていた雄が，

さっと急降下して行った。数抄もた、ないで

戻って来た時は，あの黄色い大きな足で．し

っかり餌を掴んでいた。
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あまりの見事な早業と，それが意図的な受

渡しであったと知った時，見ていた者は皆唖

然とし，や 3暫く置いてから「さすがハヤブ

サだ」と感嘆の声を洩らした。

雄から雌への儀式的な餌渡しが，愛情表現

の一手段であるとするならば，乙の例外的な

雌から雄への餌渡しは，愛のお返しなのか，

それともまた，甘えの仕草なのかと思うと，

何んとなく頬笑ましい。

乙うして約四ヶ月に亘り，男のロマンをか

き立てた一大空中ショーも，元気な四羽の若

鳥の旅立ちでその幕を閉じた。

振り返って見ると，鷲沢さんの写真の様な

名作は一枚も撮れなかったものの，私の心の

フィノレムに焼付いた数々の名場面は，何時迄

も消える事は無いであろう。

願わくは．，巣立って行った若鳥達よ，何時

の日が又会おうではないか。彼等の前途i乙幸

多かれと祈ると共iζ，色々と御世話になった

鷲沢さんに，厚く御礼申し上げます。

、、，，

、、．，

図 1-4 繁殖期におけるハヤブサ雄成鳥（図 2o）から雌成鳥（図2平）への空中餌渡しを示す連続写真
（撮影 ：末崎輿助）

〔訂正〕本支部報No.24 P. 4私の提言標題

「ブナ原生林村保護運動……」は． 「プナ原生林保護運動……Jの誤植でした。
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